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１． 研究の背景・目的 

 アサダワタルにより地域に家を開く「住み開き」とい

う言葉が提唱されたことに象徴されるように、近年空き

部屋や空き家などのプライベートな空間の一部を地域に

開放し、サロンや食堂などのセミパブリックな場とする

事例が増えている。 

その背景の一つとして、2018 年の総務省による住宅土

地統計調査によると空き家率が 13.6％に達するなど空き

家の増加が指摘できる。この 20 年で空き家の数は 576 万

戸から 846 万戸と 1.5 倍に増加している。空き家は長期

的に放置されることにより、倒壊の危険性や、ゴミの不

法投棄、放火の危険性など地域住民の生活に支障を与え

る原因となる。 

 「住み開き」のように少しずつ住宅が地域に開かれて

他者が関わることによって空き家、空き部屋のまま放置

されることが少なくなる可能性が考えられる。つまり、

使われ方としての「住み開き」の成立条件を探るだけで

はなく経年的変化の視点から「住み開き」の可能性を捉

えることが重要である。そこで、本研究では経年的変化

の視点を併せ持ちながら、住宅の一部が地域に開かれる

ことも住み開きの概念に含まれると再解釈し、経緯と現

状及び住み開きが終了した事例に対してはその後の住宅

の利用も含めて経年変化を捉えることを目的とする。  

 

２． 研究の方法 

２.１ 取り上げる事例について 

 ①「住み開き」を提唱したアサダワタルによる調査対

象住宅の事例、②財団法人世田谷トラストまちづくりに

より支援されている地域共生のいえづくり支援事業の住

み開きの事例、③その他建築集雑誌などのメディアで紹

介された事例などを収集した。 

２.２ 事例の調査方法 

 ①については、書籍による紹介された事例をもとに、

住み開きの現状について調査する。②については、地域

共生のいえを時系列で見ることにより運営体制の変化や

住宅の経過についてみることで住宅の継続性についてみ

る。③についてはヒヤリング調査の結果から今後の住宅

の継続性についてみる。 

 

３．「住み開き」について 

 アサダワタルが定義する「住み開き」は、無理せず自

分のできる範囲で自分の好きなことをきっかけにちょっ

とだけ開いていることである。個人宅をちょっとだけ開

くことで小さなコミュニティが生まれ自分の仕事や趣味

の活動が他者へと自然とかつ確実に共有され、金の縁で

はなく、血縁でもなく、もはや地縁でも会社の縁でもな  

 

い、それらが有機的に絡みあう「第三の縁」が結ばれる。  

住み開きにおいてシステム的な問題として金銭的なネ

ガティブさがある。このようなプロジェクトは、文化振

興やまちづくりに携わる行政や企業の助成金などで成り

立っている。支援は長くても 4 年度分の契約が通常であ

る。そのあとは、実施する N P O や任意団体の自主財源、

カフェを開く、寄付を募るなど財源確保が必要となる。  

 アサダワタルの書籍に紹介されている住み開きの事例

の中で、終了した事例をみると短いもので 2、3 年のうち

に終了しているが多くは 6、7 年続いており中には 10 年

以上続いたものが見られた。終了した事例をその理由と

ともに表 1 に示した。 

表１ 住み開き終了事例 

４． 地域共生のいえについて 

2021 年 11 月時点で登録終了事例の 6 件を含めた 27 件

について調査対象とした。 

４.１時系列で見る地域共生のいえ 

図 2 地域共生のいえ登録事例の時系列年表 



地域共生のいえの事例の中で、運営形態が変化してもな

お空き家になることなく現在も継続している事例が 2 件

みられた（図 2）。この 2 件のうち「読書空間みかも」に

おいては、借りていたオーナーが辞めるとき住宅所有者

とその仲間たちにより経営が引き継がれていた。また「茶

論ワンコイン」においては、所有者兼オーナーが仕事と

の兼ね合いで活発的な活動ができなくなったことから、

貸し室として安く講師などに貸し出すことで、空き部屋

活用が行われていた（表 3）。 

表３ 茶論ワンコイン・読書空間みかも運営形態変化 

４.２終了した事例から見る住宅の利用について 

登録が終了している 6 件の事例の主な終了理由はオー

ナーの体調によるものであった。その中でも、給田サロ

ンかいっちゃん家については地域共生のいえに登録する

ことなく住み開きを再度行なっていた。リブロニワース

については住み開くことはないが同時に行っていた書籍

の販売をオンラインショップ中心に継続しており住宅と

書籍の保管場所として存続している。また、ルツの家、

えんがわぼっこの家は終了した後に新築住宅や更地にな

っていた。（表４） 

表４ 地域共生のいえ終了事例 

５． その他事例について 

５.１ハートフルポート 

 横浜市旭区南希望が丘にあるハートフルポートは、カ

フェを中心にさまざまなイベントや教室が行われている。

オーナーはインフォーマルパブリックスペースをつくる

ことを目指している。また、住み開きを推進する拠点と

なることを目指しており、ハートフルポートで働いてい

たシェフが自宅で料理教室を開いたり、お客さんが影響

を受けて住み開きカフェを経営したり実際に住み開きの

拠点となっている。 

５.２（旧）西国図書室 

 西国分寺に位置する TakaiTOCoffee は現在 4 回目の地

域に開いた住宅として利用されている。初回は、もとも

との所有者であるマルモト洋服商会を経営していたご夫

妻の住宅であった。そして、不動産に渡され賃貸物件と

して貸し出しが行われた。最初は西国図書室として住み

開きが始まり、ドーナツスタンド KWEEBUU（店舗利用

のみで住まいとしての利用なし）そしてTakaiTOCoffeeへ

と続いている。西国図書室が住み開きを行い、住み開き

を終了すると同時に不動産として紹介を行なったことを

きっかけとして住み開き物件としてイメージしやすくな

り継続的に利用されている。 

 

６． 結論 

 今回の調査より、まず住み開きの取り組みの広がりが

見られたことと、経年経過のなかで終了する事例も見ら

れることがわかった。住み開きの終了理由としては住宅

の老朽化、運営者の体調不良、生活スタイルの変化、相

続による所有者の変化に伴う運営側との意見の不一致な

どの理由が多く見られた。次に、住み開きが利用者や地

域にもたらす影響について考察すると、今回の調査を通

じていくつかのパターンが見出された。例えば継続中の

事例においてはオーナー主宰型と運営組織型の大きくふ

たつが見られた。継続中の事例の中で運営者が交代して

継承されたものも見られた。また終了した事例において

も、その後主宰者本人が場所を変えて継続する場合（ア

サダワタルの事例）や他者が影響を受けて新たな住み開

きが始まる場合（西国図書室の事例）が見られた。 

 このように住み開きがもたらす直接的、間接的な影響

や時間変化をどのように地域視点で捉えていくかが今後

の課題である。 
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